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5.論文原稿には、必ず論文題自の欧文を付すこと。
6.論文原稿は、原則としてメール添付で送付すること。郵送の場合は、 3部(コピー可)送付
すること。原稿は原則として返却しない。
7.論文投稿の申し込み期限は毎年8月末日とし、原稿提出期限は毎年 10月末日とする。
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大理学校経堂研覧会研究奨励麓捜与規韓
第1条も趣旨及び名称)
大塚学校経営研究会(以下、本会)会員の優れた研究を奨励し、本会機関誌『学校経営研究』
の水準向上を図るため、「大塚学校経営研究会研究奨励賞J(以下、賞)を設ける。
第2条(対象論文)
選考対象は、本会の若手会員が『朝交経営研究Jに発表した「自由研究J(但し、偲人研究論文)
とする。若手会員とは、当該論文を投稿した年の 10月末日現在で、原則として学生会員または
35歳未満の一般会員で、あった者をし 1う。
第3条(選考)
選考は、紀要編集委員会が行う。
2.選考は、 1年間を単位として行う。
3.紀要編集委員会は、授与対象となる論文について、運営委員会に報告し、承認を得るもの
とする。
4.選考に関する内規は、男IJに定める。
第4条(授与点数)
点数は1年間で1点とするが、該当なしであることを妨げない0
2.賞の授与は、会員一人につき、 1回限りとする。
第5条(表彰)
賞は、賞状及び副賞(研究奨励費)とする。
2.賞の授与は、夏季合宿研究会において行う。
第6条(紀要編集委員会への委任)
この規程に定めるもののほか、必要な事項は紀要編集委員会が決定する。
第7条(規程の改正)
本規程の改正については、運営委員会の議を経て、総会の承認を得るものとする。
前記
本規程は平成22年4月1日から施行する。
2.研究奨励費は一論文につき、金5万円とし、特別会計(r特別事業費『研究奨励費j)より
支出する。
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編集後記
『学校経営研究』第38巻をお届けします。本巻では、 「危機に臨む教育経営j を特集テ
ーマとしました。その趣旨につきましては巻頭の拙文をご参照し 1ただきたいと思いますが、
教育という日常的な営みの中に突然、しかも多くの場合は予期せぬ形で訪れる「危機」を
し¥かに馴致するかは、教育経営の重要なテーマであることを 4名の会員の報告から改めて
学ぶことができました。
自由研究論文と研究ノートについては、それぞれ2件ずつの投稿希望がありましたが、
そのうちの 3件が辞退となり、提出された研究ノート 1件が厳正なる審査の結果、掲載に
至りました。貴重な投稿機会を利用する会員が少ないことにつきましては、今晃1の編集委
員会での検討課題となっております。多くの会員が投稿しやすい条件を整えていきたいと
考えておりますので、よいお知恵をいただければありがたく存じます。
特別論文については、植田みどり会員による力作を掲載することができました。特別論
文の執筆者は月例研究会で発表を行うことが慣例とされてきましたが、本巻より論文提出
日を繰り下げることで、発表機会を複数回から選べるようになっております。長年にわた
る研究の成果を問う貴重な機会でありますので、多くの会員のみなさまにぜひとも挑戦し
ていただきたいと願っております。
書評には、浜田博文編著『学校を変える新しい力Jと、北神正行・木原俊行・佐野享子
著『学校改善と校内研修の設計』を取り上げました。 浜田会員の編著には本会の4名の若
手会員も執筆に加わっております。昨年5月の月例研究会で、の小柳会員による文献検討の
発表に引き続き、本巻でも書評をしていただきましたことで、同書への理解をさらに深め
ることができました。北神会員と佐野会員が執筆者に名を連ねた『学校改善と校内研修の
設計』は、小島弘道会員の監修による『講座 現代学校教育の高度化』の第24巻として刊
行されたものです。この講座のシリーズでは、学校経営の先端的研究成果が次々と発信さ
れておりますので、今後も継続的に書評に取り上げていきたいと考えております。
本巻から新しい編集委員会体制に代替わりいたしました。会員諸氏のご協力をいただき
ながら、よりよい紀要づくりに努めてまいりたいと考えておりますので、どうぞよろしく
お願い申し上げます。
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2013年4月 1日
紀要編集委員長 平井貴美代
